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1 目的 

 本報告では，報告者をふくむ 5 名の研究者が翻訳作業を進めてきた『文化，階級，卓越化』

（Bennett et al. 2009）の知見に依拠しながら，現代日本社会において P・ブルデューの関係論的社会

階級論（Weininger, 2005）の視点にたつ分析の可能性を探究することを目的とする．ここから，近年，

イギリスで調査や応用の試みられているブルデューを用いた調査研究アプローチが，どのように日本

社会に適用できるのか，また，日本社会にどのような分断線を見出すことができるのかを検討する．

これまで，日本で応用されてきたブルデュー研究を一望した Aizawa & Iso (2016)では，学校教育が果

たす平等化装置の役割とそのなかで培われてきた「国家貴族」ならぬ「国家平民」の形成がマスとし

て見出されることが明らかにされてきた (Aizawa & Iso , 2016)．このあり方に経験的な説明を加えた

近藤（2011）では，経済資本による説明の力の高さが主に見出されてきた．これらの点について，最

新の社会調査を用いた分析では，どのような分析となるかをポスターセッションの特徴を生かしたグ

ラフィカルな分析を用いて提示する． 

 

2 方法 

 データとして用いたのは，2015 年「社会階層と社会移動に関する全国調査」（SSM 調査）である．

本調査は 20 歳から 79 歳の日本国籍を持つ男女に対して実施し，有効回収数は 7817 票，有効回収率

は 50.1％であった．これまでの SSM 調査同様に，職歴に関する情報が充実しているほか，15 歳時の

経済状況や現在の文化活動なども多様に尋ねており，これらの変数を分析に投入した．分析は基本的

に SPSS を用いて，まずはクロス表による確認を行い，その上で，多重対応分析を用いた社会空間的

配置を試みた．なお，分析に当たり，データの使用許可は，2015 年社会階層と社会移動調査研究会

から得ている． 

 

3 結果 

 分析の結果，2015 年のデータからも経済資本による一定程度の高さの説明力が見出された．また

一方で，文化資本による説明可能性も示唆される結果が見出された． 

 

4 結論 

 さらに踏み込んだ結論については，当日のポスター資料に基づいた報告で説明を通じて，提示する． 
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